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地球は生きている
我々は地球に生きている
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自然の猛威：過去に起きたことは、これからも
起こる

世界で起こることは、日本でも起こりうる

日本には急峻な地形が多く、地震・台風が多い

ある処で、極めて稀でも、日本全国では良くあ
ること

低頻度巨大な自然の災い

1909年 2018年

・豊かに、楽しく、便利に、効率よく
・電気・通信、高速鉄道、物流網、上下水
・人々の欲望と文明の進展、変わる社会

人々の欲と変わる社会

・たとえば、東京湾の埋立て
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各学会から18の発表
と

質疑討論

ある地点では、稀に起こる自然の災い
社会は、この長い間に変わってしまう

未経験の大災害が起こりうる
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